
              2024 年度都市計画演習 1 班 中間発表 11 月 11 日 

正しいごみ出しのすゝめ 
班員：家城悠紀 浅川小鼓音 戸枝諒 石倉陽和 亀井結実 橋本凌 宮澤壮太 

 担当教員：甲斐田直子 TA：平林優希 

1. 背景 

1-1 問題意識 

大学内や大学周辺の環境問題について話し合う中で、

宿舎に住んでいる班員から、宿舎のごみ捨て場が荒れ

ているという意見が出た。アパートでも曜日や時間を

守らない人や分別ができていない人が多く見られる。

このことから、アパート・宿舎ともに筑波大生は、ごみ

出しのマナーが悪いのではないかという議論に至った。 

また、つくば市 HP でも実害の報告もあった。「燃え

ないごみ」の中に「燃やせないごみ」では収集していな

い「スプレー缶」が混入していたことで、ごみ収集車の

火災が多く発生している。 

このようなことから、大学内や大学周辺のごみ出し

の環境やマナーは問題だと考えられる。 

1-2 大学周辺アパートの現状 

ごみ捨て場の外に段ボールなどが散乱していた。指

定のごみ袋に入っていないごみ、ごみ捨て場の中に散

乱しているごみ、曜日関係なく捨てられているごみが

多くあった。 

1-3 宿舎のごみ捨て場の現状 

春日は、仕切りもあり、きれいに整理されていた。し

かし、一の矢や平砂では、粗大ごみ置き場が荒れていた。

平砂では、ごみ捨て場の外に放置されているごみもあ

った。グロビでは、留学生向けに英語表記があったが、

仕切りがないので、ごみが散乱していた。 

2. 目的 

筑波大学周辺のごみ問題の要因を明らかにし、ごみ

出し環境の改善方策を提案する。 

3. 調査 

3-1 ヒアリング調査 

対面でのヒアリングを行った。 

（1）不動産ヒアリング概要 

実施対象 （1）ウォーク 益子様、山本様 

（2）一誠商事 趙様 

日時 （1）10/24 13:00~14:30 

（2）10/27 14:00~14:30 

実施方法 （1）（2）対面 

質問内容 学生用住宅のごみ出しマナー 

ごみ出しに関わる苦情 

現在の取り組み 

誰が清掃・管理しているか 

地域・価格帯による差 

学生に対する要望 

（2）大学担当部署ヒアリング概要 

実施対象 （1）学生生活課 黒田様 

（2）グローバルヴィレッジ管理事務室 

松村様 

日時 （1）10/23 15:30~16:00 

（2）10/25 15:30~16:00 

実施方法 （1）（2）対面 

質問内容 学生用住宅のごみ出しマナー 

ごみ出しに関わる苦情 

現在の取り組み 

誰が清掃・管理しているか 

ごみ捨て場の数と配置 

学生に対する要望 

●大学周辺アパート現状 

・学生は社会人よりごみ出しのマナーが悪い 

（特に天久保 2 丁目、春日 4 丁目、学園祭、引っ越し

シーズン） 

・指定のごみ袋に入れていない 

・分別を守っていない（燃えるごみに燃えないごみが入

っている） 

・曜日を守らないため、曜日を守って出されているごみ

が埋もれる 

・近隣住民、清掃業者からの苦情 

・市からの注意（2022 年頃） 

・収集カレンダーの配布 



・ごみ分別アプリ「さんあ～る」の推奨 

・最低限の分別・曜日を守ってほしい 

●学生宿舎の現状 

・一の矢・平砂宿舎の粗大ごみ置き場が、それ以外のご

みや宿舎に住んでいない人のごみによって荒れている。 

・留学生への説明が不十分 

・ごみ袋を縛っていない 

・瓶を洗わずに捨てている人がいる 

・ルールを聞ける環境が整っていない 

・入居後の説明会の時間不足 

・留学生向けに分別表記の英語化 

・宿舎では時間のルールがないので、宿舎からアパート

に住み始めた人のルールが問題 

3-2 アンケート調査 

筑波大学周辺のごみ出しのルールに関する現状を把

握し、計画的行動理論の要素や知識の有無とごみ出し

のルールの関係を調査するために、筑波大学生を対象

にしたアンケートを実施した。 

計画的行動理論とは人の行動に対して、どのような

要素が影響を与えるかを説明する理論であり、具体的

には行動することへの気持ちを表す態度、周囲からの

期待に対する気持ちを表す主観的規範、行動の難しさ

を表す行動コントロール感の 3 つがある。 

本アンケートでは態度、主観的規範、行動コントロー

ル感に加え、ごみ出しに関する知識や環境問題への関

心のそれぞれがどの程度ごみ出しのマナーを守るとい

う行動に影響を与えているかを調べるための質問項目

とした。 

アンケート概要 

実施期間 10/25-10/28 

実施方法 オンライン（Google Forms） 

実施対象 筑波大学生（全学群、大学院生） 

有効回答数 254 

アンケート質問項目 

No. 質問項目（選択肢）  

1 学年 

回答者属性 

2 所属 

3 性別 

4 居住形態 

5 居住地区 

6 住居の月別賃貸料 

7 居住年数 

8 ごみ出しの曜日を正確に把握しているか

（把握している〜把握していない（5件法）） 
知識 

9 ごみ出しの曜日を自分は守っているか（守

っている〜守っていない（5 件法）） 
 

10 ごみ出しの曜日を他の人は守っているか

（守っている〜守っていない（5 件法）） 
主観的規範 

11 ごみ出しの曜日を守ることは不便だと感じ

るか（感じる〜感じない（5 件法）） 

行動コント

ロール感 

12 ごみ出しの曜日を守ることは重要だと思う

か（そう思う〜そう思わない（5 件法）） 
態度 

13 ごみを出せる時間について正確な知識があ

るか （ある〜ない（5 件法）） 
知識 

14 ごみ出しの時間を自分は守っているか（守

っている〜守っていない（5 件法）） 
 

15 ごみ出しの時間を他の人は守っているか

（守っている〜守っていない（5 件法）） 
主観的規範 

16 ごみ出しの時間を守ることは不便だと感じ

るか（感じる〜感じない（5 件法）） 

行動コント

ロール感 

17 ごみ出しの時間を守ることは重要だと思う

か（そう思う〜そう思わない（5 件法）） 
態度 

18 ごみの分別について正確な知識があるか

（ある〜ない（5 件法）） 
知識 

19 分別ルールを自分は守っているか（守って

いる〜守っていない（5 件法）） 
 

20 分別ルールを他の人は守っているか（守っ

ている〜守っていない（5 件法）） 
主観的規範 

21 分別行動を手間に思うか（そう思う〜そう

思わない（5 件法）） 

行動コント

ロール感 

22 分別ルールを守ることは重要だと思うか

（そう思う〜そう思わない（5 件法）） 
態度 

23 ごみ捨て場は清潔だと思うか（そう思う〜

そう思わない（5 件法）） 
 

24 住民はごみ出しのマナーを守っていると思

うか（そう思う〜そう思わない（5 件法）） 
 

25 分別のための仕切りは適切であると思うか

（そう思う〜そう思わない（5 件法）） 
 

26 ごみ捨て場までの距離は遠いと思うか（そ

う思う〜そう思わない（5 件法）） 
 

27 ごみの回収頻度を増やしてほしいか（増や

してほしい,このままでよい,減らしてほし

い） 

 

28 ごみの分別数を増やしてほしいか（増やし

てほしい,このままでよい,減らしてほしい） 
 

29 重要と思う分別項目［燃えるごみ,燃えない

ごみ,ペットボトル,ビン,カン］（とても重要

だと思う〜全く重要だと思わない（5件法）） 

 

30 項目別の分別習慣［燃えるごみ,燃えないご

み,古紙・古布,ビン,カン］（必ず守っている

〜全く守っていない（5 件法）） 

 

31 ごみを分別しない理由  

32 環境問題への関心度（とても関心がある〜

全く関心がない（5 件法）） 
環境関心 

33 自由記述欄  

4. アンケート回答データ分析 

4-1 t 検定 

 時間・曜日・分別の 3 つのマナーについてそれぞれ 1.

守っていない 2.あまり守っていない 3.どちらとも言え

ない 4.だいたい守っている 5.守っている、の五段階に

分けて集計し、1 および 2 を「守っていない群」、4 お

よび 5 を「守っている群」に分けて、2 つの群の平均値



の差が統計的に有意なものであるかを検定した。有意

水準は 5%とした。 

検定項目 

質問内容 略表記 

ごみ出しの（曜日・時間・分別）を正確に把握しているか 知識 

ごみ出しの（曜日・時間・分別）を他の人は守っているか 他人 

ごみ出しの（曜日・時間・分別）を守ることは重要か 重要 

ごみ出しの（曜日・時間・分別）を守ることは手間か 手間 

ごみ捨て場までの距離は遠いと思うか 距離 

環境問題に関心はあるか 環境 

図１ 曜日を守っているか 

 

 平均 標準偏差 平均 標準偏差 p 値 

知識 1.850 0.989 3.973 0.868 <0.001* 

他人 1.813 0.896 3.291 1.048 <0.001* 

手間 1.775 1.804 2.846 1.350 <0.001* 

重要 3.100 1.251 4.382 0.849 <0.001* 

距離 4.138 1.301 4.634 0.697 <0.001* 

環境 3.313 1.102 3.691 0.850 0.009* 

図２ 時間を守っているか 

 

 平均 標準偏差 平均 標準偏差 p 値 

知識 2.277 1.384 3.973 1.045 <0.001* 

他人 1.902 0.866 3.347 0.987 <0.001* 

手間 1.813 0.941 2.600 1.317 <0.001* 

重要 2.955 1.168 4.440 0.753 <0.001* 

距離 4.313 1.158 4.653 0.702 0.024* 

環境 3.438 1.059 3.720 0.809 0.052 

図３ 分別を守っているか 

 

 平均 標準偏差 平均 標準偏差 p 値 

知識 2.268 1.190 3.823 0.753 <0.001* 

他人 2.171 0.881 3.551 0.843 <0.001 

手間 1.781 1.000 3.129 1.263 <0.001* 

重要 3.415 1.546 4.660 0.612 <0.001* 

距離 4.122 1.292 4.517 0.899 0.027* 

環境 3.073 1.135 3.741 0.842 <0.001* 

考察 

 5%で検定した結果、全ての検定項目は有意差があっ

た。ただし、「時間」の環境のみ傾向が小さかった。全

ての検定項目で「守っている群」のほうが平均値が高い

ことから、”自分はごみ出しの（曜日・時間・分別）を

守っている”と答えた人のほうが 6 つの検定項目該当す

る質問に対して肯定的に答えていることがわかる。つ

まり守っている群は、ごみ出しの知識がある、他人もご

み出しの（曜日・時間・分別）を守っている、ごみ出し

の（曜日・時間・分別）を守ることを手間だとは思って

いない、ごみ出しの（曜日・時間・分別）を守ることを

重要だと思っている、環境問題への関心がある、ごみ捨

て場までの距離を遠いと思っていない、ということで

ある。よって、”自分はごみ出しの（曜日・時間・分別）

を守っていない”と答えた人の行動を変えるには、ごみ

出しのルールに関する知識や、重要であるという認識、

ごみ出しを負担に感じさせない工夫などが必要である

と考えられる。 

重回帰分析 

アンケートの各項目の回答結果を、性別は女性が 0,

男性が 1、家賃、居住年数はその値が高いほど高い数値、

その他の項目は「守っている」など肯定的な回答である

ほど高い数値をつける形で数値に直し、目的変数を「自

分はごみ出しのマナー（曜日・時間・分別）を守ってい

るか」、説明変数を以下のモデル 1-4 の左列の項目とし

重回帰分析を実施した。 

モデル 1 では基本属性を、モデル 2 ではごみ出し変

数を、モデル 3 ではごみ捨て場評価と環境認識を、モデ

ル 4 では 4 つの変数群すべてを説明変数にとり重回帰

分析を行った。 

図 1 基本属性と曜日/時間/分別遵守 

モデル 1 曜日 時間 分別 

基本属性 

性別 
 

-0.272 

 

-0.043 

 

-0.516 

家賃 0.164* 0.083 -0.043 

居住年数 -0.253*** -0.289*** -0.018 

補正 R^2 0.051 0.059 -0.007 

図 2 ごみ出し変数と曜日/時間/分別遵守 

モデル 2 曜日 時間 分別 

ごみ出し変数 

知識 
 

0.609*** 

 

0.331*** 

 

0.455*** 

他人のモラル 0.346*** 0.520*** 0.368*** 

不便さ 0.102* 0.160*** 0.146*** 

重要性 0.184*** 0.239*** 0.209*** 

守 っ て い な い 群 (n=147)  守 っ て い る 群 (n=40-)  

(*p<0.05) 

守っていない群(n=76) 守っている群(n=112)  (*p<0.05) 

守っていない群(n=109) 守っている群(n=80) (*p<0.05) 



補正 R^2 0.674 0.618 0.595 

図 3 ごみ捨て場評価/環境認識と曜日/時間/分別遵守 

モデル 3 曜日 時間 分別 

ごみ捨て場評価 

清潔さ 
 

0.058 

 

-0.095 

 

0.039 

マナー 0.285*** 0.309*** 0.217*** 

仕切り -0.051 -0.020 0.008 

距離 -0.246** 0.169* 0.074 

環境認識 

関心 
 

0.203* 

 

0.151 

 

0.372*** 

補正 R^2 0.114 0.073 0.177 

図 4 全説明変数と曜日/時間/分別遵守 

モデル 4 曜日 時間 分別 

基本属性 

性別 
 

0.031 

 

0.056 

 

-0.013 

家賃 -0.003 0.025 0.120 

居住年数 -0.006 -0.042 -0.202** 

ごみ出し変数 

知識 
 

0.603*** 

 

0.466*** 

 

0.122 

他人のモラル 0.357*** 0.311*** 0.377*** 

不便さ 0.106* 0.162** -0.034 

重要性 0.186*** 0.143* 0.155 

ゴミ捨て場評価 

清潔さ 
 

0.004 

 

0.138* 

 

0.091 

マナー -0.101 0.024 0.003 

仕切り -0.065 -0.090 -0.049 

距離 -0.070 0.17* 0.168 

環境認識 

関心 
 

0.087 

 

0.15 

 

0.036 

補正 R^2 0.676 0.469 0.186 

考察 

モデル 3 の中ではマナーの影響が大きく、また環境へ

の関心度は分別遵守に大きな影響を持つことが読み取

れる。ただし全変数を説明変数に含むモデル 4からは、

結局のところ変数群 2 に含まれる変数、特に他人がル

ールを守っているかとごみ出しの知識の 2 つの影響が

最大であることがわかる。各モデルの R^2 の値から見

ても、この 2 変数に着目して介入を行うことが最も効

果的である。 

5. 最終提案に向けた方向性 

5-1 提案の検討 

時間・曜日に関しては、宿舎では時間・曜日のルール

が決められていないため、実験するならアパートであ

り、介入方法としては「知識」に関する方策である。知

識とは、ごみ出しのような単純なルールに関する知識

と日時を守らないことによって起こる影響に関する知

識がある。具体的な介入実験としては、をまとめたチラ

シなどのポストへの投函やアンケート調査による知識

の教示前後の意識変化調査が考えられる。 

分別に関しては、実験するなら宿舎やグローバルビ

レッジで、介入方法としては「他人」に関する方策であ

るが、同調圧力のような対策は望ましくない。「ごみ捨

て場に瓶・缶専用の袋があればいいのに」という意見や

分別場所が整理されている春日宿舎はきれいという意

見があり、他の宿舎でも仕切りをつくるとごみ出しマ

ナーが改善する可能性がある。 

5-2 最終発表までの流れ 

最終発表に向けて、以下のような計画で進めていく。 

11 月前半～11 月後半 

調査方法の決定 

・社会実験 

 →実験方法の確定 

 →大学、不動産会社への協力依頼 

・アンケート調査 

 →筑波大生対象のアンケート調査 

11 月後半～12 月前半 

実験、アンケート配布 

12 月前半～最終発表まで 

必要に応じて事後アンケート 

アンケート集計・分析 

最終発表に向けたパワポ・レジュメ作成 
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